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「春」　　　　という単語を使う季節が到来しつつありま
す。啓蟄とは冬眠中の虫が穴から這い出してくる 
時期を示します。
　人にも「春」という時期があるかもしれません。
人生の春とは、まあ「思春期」のことかもしれませ
んね。
　編集担当として思うことは、日々「春」を感じて
いたい、またいつも「虫のごとく」生を感じ、また

「上昇」していたいということです。
　とはいえ、この編集担当でも、日々　記事ライ
ターとの調整、社内・社外との連絡等なかなか 日々

「上昇」と言う訳にはいきませんが、なんとか　そ
の日を終え、また翌日が来ると　朝日の中で　元気
になるように思います。
　この編集担当が勤務する建物からは、寒い時期に
は大気の透明度が高く富士山をよく見ることができ
ます。
　この朝日に、またエレベータホールから見える富
士山に癒されながら、日々編集業務に没頭している
昨今です。 （土元）

　　近では一般的になりつつある3D立体視映像で
すが、見慣れてくるとメガネを掛けることによる画
面の暗さや、画面切り替えによる残像感が気になっ
てきます。特にコントラストの鮮やかなCG映画な
どは、3Dとの相性が良い反面、本当の色合いが伝
わりにくく残念に思えてしまいます。残像について
もアナログテレビのゴーストのような二重線が常に
表示され映像に集中できない時があります。現在そ
れらを全くなくす事は技術上不可能と言われていま

最

すが、一つだけ解決する方法があります。
　それがヘッドマウントディスプレイ（HMD）な
のです。そんなもの見るに堪えない映像が関の山
だ、と言われるかもしれませんが、ご安心ください、
時代は進化しました。昨年、日本の企業が発売した
HMDは今までの常識を覆すポテンシャルをもって
います。720Pの有機ELを２枚搭載したHMDは暗
さや残像感のない本当の3D映像を写し出します。
現在もっとも未来を体感できるHMD。今後の発展
に期待しています。 （斉藤）

　　ばらく放っておいたノートPCやデジカメに充
電をしても動かなかったとか、バッテリのもち時間
が短くなったという経験はありませんか。
　これは電気自動車（EV）にも当てはまることの
ようで、インターネット上でトラブルが報告された
米国メーカーの某EVでは、バッテリ残量４分の１
の状態で６週間放置してしまったところ、まったく
動かなくなったそうです。しかも、人力で押しても
タイヤはぴくりとも動かず、ドアの鍵を開けること
すらできなかったそうです。放置EVはレッカー移
動できないとなると大変です。もちろん設計思想が
違えば、そこまでひどい結果にはならないかもしれ
ませんが、充電式バッテリを使う限り、どのEVに
もある程度似たような事象はついて回るだろうと思
います。
　ちなみに、修理するには３万2,000ドルもする
バッテリの交換が必要だったそうです。そんな事態
に陥らないよう、EVドライバーはこまめな充電を
心がける必要があるでしょう。 （橋元）
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